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SU MM ARY  OF  EX EC UTI ON  AN D RE SU LTS

1 0B標的で、 (π -, K+)反応をSKSを用いて測定した。入射π -の運動量は1.05

および1.2 GeV/cである。そのほか、calibration dataとして、 10B (π +, K+)

および 12C(π -, K+), (π +, K+)反応も測定した。オンライン 析でK+はきれ

いに同定できている。 12C(π +, K+)、 1.05GeV/c入射に関しては、これまで

の測定とconsistentな結果が得られており、データ収集は順調に行われたと

考えている。現在データ 析を進めている。

EX EC UTE D MA CH INE  TI ME ,  BE AM  CO ND ITI ON ,  DO W N  TI ME  e t c .

加速器、ビームチャンネルのdownは tota lで半日程度。SKS冷凍機のトラブ

ルが頻発し、合 ２日以上のdown。

CO MM ENT S

ビームタイムスケジュールがきっちりと決まっている中で、冷凍機トラブル

が続発する状況では、大変つらい。BNL等のように、実際にビームが出てい

る時間でシフトを 算してもらえるとありがたい。


